	　日常での般化について

　——ファンクショナルなＡＢＡ——　　　　　　
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皆さんは、ＡＢＡを１日何時間やっていますか？

ＤＴＴ（ディスクリート・トライアル）以外の時間、お子さんは何をしていますか？

ムッチーには健常の兄弟がおり、その子は一日中「何か」をしていました。それは、お母さんに話しかけることだったり、おままごとをすることだったり、自分で考えたストーリーで絵を描くことだったりしました。一方、ムッチーは、ほっておくと物を並べたり、水道の水を眺めたりして過ごしていましたが、一日の多くの時間をそんな無意味なことをして過ごしていいはずがありません。

家庭セラピーの最大の欠点は時間数です。しかし、何よりもまず継続が大切です。ＡＢＡは、子供の発達の度合いや家庭の事情に合った時間数を、家庭の事情に合った方法でやるのがよいです。なるべく労力を少なく、かつ多くの時間数を稼ぐには、おうちの日課（スケジュール）の中にＡＢＡを上手く組み込む必要が出てくるのです。以下の３つは、いずれもＡＢＡであり、ＤＴＴとＤＴＴの間を埋めるものです。今回は１．と２．についてお話しし、３．のプレイスキルについては、また別の機会にご紹介します。 


１．ＤＴＴでやった課題を日常で般化


２．マンドトレーニング


３．プレイスキルを習得させる

１．ＤＴＴでやった課題を日常で般化———まずは家の中から社会参加を。
	　お手伝い
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（含自助スキル）


	　ＡＢＡ（ＤＴＴ）


お手伝いにはさまざまな学習の要素が含まれます。簡単なところでは、電気をつける・消す（音声指示）、食卓の上を拭く（物を使った動作模倣または、音声指示）、おもちゃを片づける（音声指示、分類）など、挙げたらきりがありません。お手伝いを教える際には、スモールステップやプロンプト（手助け）、強化、ほめ言葉など、ＡＢＡのやり方で教えます。特に重要なのはハンド・オーバー・ハンドのプロンプト、プロンプトのフェーディング、強化子の使い方ですが、ＤＴＴでやるのと同じようにします。詳細は「つみきBOOK」を参考にしてください。

	例１）食事の後かたづけ

音声指示、特に場所の指示

物の名前付け

プロパティ（誰々の〜、という概念）


	例２）自分の洗濯物をしまう

プロパティ

分類

音声指示



	例３）スーパーで買い物の手伝い

物の名前付け

音声指示、数、色など

並んで待つ、順番を守る

ある作業を最初から最後まで一貫して行う　

お金の概念、あいさつ
	例４）落としたものを拾う

例５）こぼしたジュースを拭く

音声指示

自分がしたことの後始末をする


☆子供が手伝いやすいように 家の中を改造する（構造化）

☆一日の中のスケジュールに、お手伝いを組み込む

☆強化子を上手く設定する（機能的な強化子）

将来は、強化子なしでもお手伝いができるようにします。（この課程に長い時間がかかるかも？）そして、お手伝いのプログラムを考えるときに大事なポイントは、自分がやったことは自分で始末するように教えること。

　

２．マンドトレーニングーーー欲しい物を言葉で要求する。

	　お手伝い

（含自助スキル）
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	　プレイスキル
	マンドトレーニング



基本のマンドトレーニング　後述するように、マンドトレーニングには、いろいろなバリエーションがあるので、まずはしっかりと基本のマンドを押さえましょう！以下は、ムッチーが習った基本のマンドトレーニングの手順です。例として、クッキーを挙げています。子供がクッキーを食べたそうなときにのみトレーニングを行い、子供がクッキーを欲しくなさそうなときにはマンドトレーニングを休止します。

	ステップ０


	準備
	子供が欲しがる物を見つける（食べ物、おもちゃ）

それらを、見えないように箱にしまう



	ステップ１
	クッキーあり
	セラピスト：「クッキー」

こども：「クッキー」



	ステップ２
	クッキーあり
	セラピスト：「なに欲しいの？」

こども：「クッキー」




	ステップ３
	クッキーなし
	セラピスト：「なに欲しいの？」

こども：「クッキー」



	ステップ４
	自発のマンド
	こども：「クッキー」

	ステップ５
	２語文マンド
	こども：「クッキーちょうだい」


ステップ１と２は、子供の目の前にクッキーを出し、そこからトレーニングを開始します。ステップ３は、例えば、クッキーそのものではなくクッキーの箱を見せたり、クッキーを見せたあと机の下に隠したりします。ステップ４と５はどちらが先でもかまいません。

この方法は音声模倣ができることを前提としていますが、音声模倣が完璧でなくてもオーケー。さあ、子供の好きな食べ物・飲み物を１０種類くらい用意して、以下のことをしましょう。

（1） それぞれに簡単な名前を付けましょう（２音節程度）

（2） いつも決まった名前で呼びましょう

（3） 冷蔵庫にいつも用意しておきましょう

ただし、マンドトレーニングの主目的は音声模倣そのものではありません。厳格にやるよりも、１日のうちのマンドトレーニングの回数を増やすことがとても大切です。難しい発音は使わないようにし、やりやすい時にやります。そして、毎日だいたいの回数の記録を付けましょう。

☆音声が全くない場合のマンドトレーニングについて（指さし、PECS）
おもちゃを使う　マンドトレーニングに絶対必要となるのは何でしょう？それは、子供が食べ物やおもちゃを「欲しい！」という欲求です。おもちゃの場合は、子供がそのおもちゃの楽しみ方を知っているのが前提ですから、最初のうちは積極的に「無駄あげ」をしながらマンドトレーニングを行います。しかし、同じおもちゃを使っていると飽きてくるので、頻繁に新しいおもちゃを買う必要がでてきます。たくさんおもちゃを用意しましょう。定期的にサイクルを回すのも賢い方法です。

☆家の構造化。棚や衣装ケースの利用

機会利用のマンドトレーニング　機会利用型のマンドでは子供をよく観察してください。どんな小さなチャンスも見逃さずに、１日のうちにできるだけ多くのマンドを引き出すのがポイントです。「あけて」「やって」「とめて」「つけて」など。袋入りのお菓子や家の構造化もポイントです。

ところが、実際にやってみるとわかりますが、般化やマンドトレーニングを日常で行うのは大変です。理由は、ＤＴＴが一日のうち何時から何時までと区切られているのに対し、般化やマンドトレーニングは、時間に制限がないからです。特に、子供が自発の要求語を出し始めたら、きっと、あなたはどんなに忙しくても、手を止めてその要求に答えてあげたくなるでしょう。しかも、子供は同じような要求を１日に何十回も出してくるかもしれません。その間は他に何をしていても、常に脳の活動の１０％をマンドトレーニングに割いておかねばならず、それは意外と大変なことです。（しかし一方で、そうなればヤッター！なのです）

そこで、わたしのお勧めは、一日のスケジュールの中に、療育タイムと親の休憩タイムを明確に設定することです。そのために、ぜひ「ＮＹ州の療育事情——ＡＢＡで失敗しないコツ？——」も読んでください。もちろん、夫婦や他の家族が交代してマンドトレーニングできるのでしたら、そうするに越したことはありません。

２つの物からの選択

	
	見せる物
	S.D.

	ステップ１
	A（好きな物）とB（嫌いな物）
	「AとB、どっちが欲しい？」

	ステップ２
	A（好きな物）とC（好きな物）
	「AとC、どっちが欲しい？」

	ステップ３
	なし
	「AとB、どっちが欲しい？」

「AとC、どっちが欲しい？」


☆DTTの時に、強化子をマンドさせるのもよく使われる手です。

　例）「クッキーとチョコどっちが欲しい？」、プロンプト：「クッキー」

＜複雑なマンドの例＞

基本のマンドができるようになったあと、例えばこんなバリエーションがあります。
いやなことに対するマンド「ダメ」「やめて」

呼びかけ「ねえねえ」「ママ」「パパ」

情報の入手「〜どこ？」５Ｗ１Ｈ

許可を得る「〜していい？」

可・不可の疑問「〜でいい？」

他人への誘い・命令「いっしょに〜しよう」「〜して」

これらはもっと抽象的で間接的なマンドです。将来こんなことが言えるようになるためには、基本のマンドトレーニングで（１）自分が何を欲しいのかを自覚する（２）欲しいものを言葉で要求する、の２つのスキルが必要です。まずは、欲しい物が目の前にある状態で、基本のマンドをしっかりと押さえましょう！マンドのスキルを習得させることは、自閉症児のパニックを減らすことにつながります。

今回の説明は、ＮＹ州のチームリーダーや、日本の行動療法の専門家から教えていただいたことを、みなさんの意見を参考にしてわかりやすくまとめたものです。メーリングリストの過去ログには般化のいろいろな例が載っていますから、そちらもぜひ参考にされてください。ＤＴＴと般化をどれくらいの配分でやるべきか。非科学的ですが、そういうは親のカンが一番よく当たるそうです（特に母親？）。的確な判断をするために、今やっている課題の目的をはっきりさせましょう。また、発達のバランスということに関して、お子さんをいろいろな人に見てもらい、多方面から意見を聞くことが大切です。

	ムッチー：「リンゴむいて」
母：「じゃあ、別の部屋からとってきて。３個。」

ムッチー：リンゴ３個をとってくる

自発のマンド

音声指示、数、場所、待つ
	母：リンゴをむく

ムッチー：横で待つ

母：「お皿出して」

ムッチー：お皿を出す

母：「リンゴをお皿にのせて」

ムッチー：リンゴをお皿にのせる


	母：「机で食べてね」

ムッチー：お皿を机に持っていく

母：「いただきます、って言ってね」

ムッチー：「いただきます」


機能的強化子：リンゴ


	[image: image2.jpg]



　　コンビニ
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　　こうえん
	＜準備：情報の入手＞

どこかへ行く前に絵カードを使って行き先を教える。繰り返しやることで、先の見通しが立つこと＝好ましいことになり、それに続く要求語を引き出すことになる。

例：「これから公園に行くよ」

　　「次はコンビニに行くよ」

マンド「これからどこ行くの？」
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	＜家の構造化＞

家の中を療育用に改造する。服や下着を、子供の手が届くところに。わかりやすいこともポイント。保育園や幼稚園の部屋にヒントがたくさんありま〜す。おもちゃは漫然と出しておかず、ふた付きの容器にしまいましょう。
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コーヒーを入れる手伝い


（コーヒーメーカー）





洗濯物をしまう（テレビ）





テレビ





買い物





お風呂





幼稚園

















DTT





買い物を手伝う（おやつ）





＜ムッチーのお手伝いの例＞


　５歳　（）内は機能的強化子





ふた付きの容器





ふた付きの容器
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